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（博士論文審査の結果の要旨） 

 

自動車用の照明技術は、これまで、視認性の向上を目的として研究開発されてきた。しかしな

がら、本論文では、明るく照らすことによる視認性だけでなく、自動車の挙動やドライバーの意

図を周囲に伝えることができる情報伝達要素を持つ次世代自動車照明について取り組み、車両

近傍照射用路面描画ランプの必要性能として、車両周囲の交通参加者が路面描画に気づくため

に必要な明るさについて検討した成果がまとめられている。 
第１章の序論では、自動車照明についての背景と本論文の目的および構成が書かれている。

第 2 章では、交差点で自動車が左折する場合の巻き込み事故を想定したシーン（シーン A）と

出合い頭事故のシーン（シーン B）の 2 種類について実験し、路面描画の形状が異なっても検

出率（気づき）に必要な輝度コントラストには差がないこと、シーン A よりもシーン B で，環

境照度が低いほど路面描画の検出に必要な輝度コントラストが高いこと、環境照度 800lx 以下

でランプ光度が 6350cd 以上あれば周囲の交通参加者は路面描画に気づくことを示した。さら

に、グレア評価実験から、ランプ光度 10,330 cd の路面描画を呈示しても，車両左側から接近す

る歩行者等にグレアを与えないことを明らかにした。第３章では、駐車場に停車している自動

車が後退することを伝える路面描画の検知に必要な輝度コントラストについて実験した成果が

まとめられている。バックランプだけでなく、後退用路面描画を呈示することによって気づき

を向上できることを明らかにし、路面描画の検出に必要な輝度コントラストについて、３種類：

通常点灯、点滅点灯、シーケンシャル点灯の点灯方式で比較実験し、通常点灯では 11,561cd 以

上、点滅点灯は 6600cd 以上，シーケンシャルは 7812cd 以上と通常点灯に対し低い光度で気づ

かせることが可能であることを示した。さらに、官能評価実験から 3 種類の点灯方式の中では

シーケンシャル点灯が、最も車両後退の動きが伝わりやすい点灯方法であることを明らかにし

た。第４章では、研究成果を総括し、路面描画技術に関する今後の展望をまとめている。 
歩行者や二輪車に対する交通事故の低減は社会的な重要な課題である。この課題に対し、路

面描画の有用性について着眼し、必要性能を明らかにした本研究は路面描画技術の進展や規格

の策定などにおいて指針を与えるものであり、学術的に意義がある。以上のことから，本論文は

学位論文として十分に認められるものと判断した。 
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